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北斗病院が、脳ドック・心臓ドックを含む総合検診セ
ンターをウラジオストクに設立。
日本側が６４％、ロシア側が３６％出資した現地
法人がセンターを運営。

ウラジオストク・画像診断センター
平成２５年５月開業

北原国際病院が、脳神経外科等を診療科とする、
救急救命センターを備えた総合病院をプノンペンに設
立（日本側１００％出資）。

カンボジア・救命救急医療センター
平成２８年１０月開業

現地有力病院（フガスト病院、デバセ病院）が、東
京医科歯科大学と富士フイルム等の協力を得て、日
本の大腸がん検診システムのトレーニングセンターを設
立。

ブラジル・大腸がん検診トレーニングセンター
平成２７年１月設立

インドネシア消化器内視鏡学会と国立チプト病院
（ジャカルタ）が、日本消化器内視鏡学会とオリンパ
ス等の協力を得て、チプト病院内に内視鏡医療ト
レーニングセンターを設立。

インドネシア・内視鏡トレーニングセンター
平成２６年９月設立

ベトナム保健省直轄のバクマイ病院（ハノイ）が、名
古屋大学と富士フイルム等の協力を得て、バクマイ病
院内に内視鏡医療トレーニングセンターを設立。

ベトナム内視鏡トレーニングセンター
平成２６年７月設立

︓「医療拠点構築モデル」案件 ︓「医療人材育成等」案件

グリーンホスピタルサプライが現地パートナーである
AICHIグループとＪＶを設立し、循環器内科、心臓
外科等を診療科とする650床の総合病院をダッカに
設立。

バングラデシュ・総合病院
平成２８年２月ＪＶ設立

ジェイ・エム・エスが、大連JMS内に、透析に必要な水
質管理・メンテナンス等の技術研修を行うテクニカルセ
ンターを設立。

中国・透析テクニカルセンター
平成２９年２月設立

メディヴァと富士フイルムが、国立セントラル・ウーマン・
ホスピタル（マンダレー）内に、乳がん検診センターを
設立。

ミャンマー・乳がん検診センター
平成２７年２月設立

経済産業省の支援により事業化・拠点化に結びついた主なプロジェクト例
経済産業省が実施した実証調査事業を通じて、下記事例等21拠点が事業化（2019年度末時点）。
主な事業モデルは下記の２種類。
①日本の医療拠点の設立︓事業・投資リスクの適切な分担を図るプロジェクトモデルの構築
②医療人材育成等を通じた販路開拓︓ティーチングホスピタル等にトレーニングセンターを設立

2

国際医療福祉大学等は、ホーチミン・チョーライ病院
の敷地内に日本水準の人間ドックセンターを設置。
チョーライ病院と共同で運営を行う。

ベトナム・人間ドックセンター
平成３０年１０月開業

オリンパスが日タイ両国の内視鏡学会協力の下、タイ
のみならずメコン地域のトレーニング拠点として、バンコ
クに内視鏡トレーニングセンター（T-TEC）を設立。

タイ・内視鏡トレーニングセンター
平成２８年５月設立
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日本 カロリンスカ大学※ 欧州

※カロリンスカ大学：スウェーデン・ストックホルムにある医科大学
August 7th 2020
日本COVID-19 ECMO net（日本集中治療医学会など）のデータより

生存 死亡

日本の優れた医療技術と製品との一体的な海外展開
 COVID-19に対するECMOの治療成績（退院時生存率）は欧州で59.0％な一方、日本は
69.2%。これは、ECMOセンターとして世界的に有名なカロリンスカ医科大学における
治療成績とほぼ同等で、国内全体でこの治療成績を出している点において、国内の医療
機関それぞれが高い医療技術を保っていると言える。

 経済産業省は、Medical Excellence JAPAN等とも協力しながら、この優れた日本の医
療技術と日本の医療機器等を一体的に推進していくことで、「ビジネス」としての医療
機器・サービスの輸出促進を図っていく。
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